
 

 

 

 

 

 

 

  感染性胃腸炎 警報発令！ 

今年の冬もそろそろ感染性胃腸炎警報が発令（北九州市）される時期とな 

ってきました。例年初冬から増加し始め１２月頃にピークを迎えます。１２ 

月は大半がノロウイルスによる 

もので、春にはロタウイルスが 

流行し、腸炎ビブリオなど細菌 

性のものやいわゆる食中毒によ 

るものが夏季の原因になってい 

ます。 

 

《ノロウイルスとは？》 

  ノロウィルスは人にだけ感染 

 し、人間の腸の中でのみ増える 

 ウイルスで、下痢や嘔吐などを 

引き起こします。時には命に関 

わる事態の引き金にもなります。 

そしてインフルエンザのように 

予防のためのワクチンもなく、 

治療の特効薬もありません。 

 

《感染経路》 

①  人→人  ノロウイルスに感染した人の糞便や嘔吐物が、手や空気中を介 

      して口に入ったとき。洗浄や消毒が不十分でウイルスが残って 

      た場合、乾燥して舞い上がったウイルスが口に入ることで感染 

      します。 

②  人→食べ物→人  ノロウイルスに感染した人の手で料理された食品を食 

          べて感染することがあります。 

③  食べ物→人  ノロウイルスに感染した食品（二枚貝）を十分に加熱調理 

        しないで食べた時に感染します。 

 

 



《感染予防のポイント》 

①  最も重要で効果的な予防法は“流水・石けん 

による手洗い”です。帰宅時と食事前には、 

家族みんなで“石けんで２度洗い”を習慣に 

しましょう。 

 

 

 

 

           ②貝類の内臓を含んだ生食は、時にノロウィルス感染 

の原因となることを知っておいて下さい。二枚貝の 

生食は避け、中心部まで十分に加熱しましょう。発 

病しやすい高齢者や乳幼児は避ける方が無難です。 

 

 

②  まな板は魚用・肉用・野菜用・未加熱食品用に分け 

  使用後は熱湯消毒や塩素消毒をしましょう。布巾も 

  洗剤で洗い、よくすすぎ、煮沸消毒後、十分に乾燥 

  させます。その他調理器具類も熱湯（８５℃で 1 分 

  間以上）又は、次亜塩素酸ナトリウムで消毒してく 

  ださい。次亜塩素酸ナトリウムの濃度については、 

  下痢、嘔吐物で汚染された可能性のある物や生カキ 

  などの調理に使用した器具類は 0.1%次亜塩素酸ナトリウムで消毒しまし 

  ょう。ノロウイルスはアルコールに対する抵抗力が強いので、消毒には 

  次亜塩素酸ナトリウム消毒液（塩素系漂白剤）を利用します。 

 

《 0.1%次亜塩素酸ナトリウム消毒》 

  市販の塩素系消毒剤の原液の濃度には、1％～12％程度のものがあります。 

 下の表は、１リットルの水に加えて作る場合に必要な原液（5％と 10％の場 

 合）の量です。作りたい消毒液の量によって、使用する原液の量が異なりま 

 すので、原液の濃度を確認してから、下記の表を参考にして消毒液を作って 

 使用して下さい。市販されている家庭用塩素系漂白剤（ハイター、ブリーチ 

 など）の濃度は、約５％です。 

必要な濃度 原液の濃度 希釈倍率 １リットルの水に加えて 

作る場合に必要な原液の量 

1000ppm  

（ 0.1％） 

5% 50 倍  20ml 

10% 100 倍  10ml 



  栄養相談のすすめ！ 

 新王子病院では、外来受診時（主に待ち時間など）に 

栄養相談を行っています。色々な病気の原因は、食生活 

や食習慣にあると言われています。一度食事の傾向を見 

直してみられれませんか？ 

 

  お料理教室のご案内 

 １１月は少し早いのですが、透析導入され、 

はじめてお正月を迎える方へお正月料理を紹介 

させて頂きました。 

 １２月から来年２月の極寒の時期はお料理 

教室をお休みさせていただきます。また来年 

お会いできるのを楽しみにしています 

          


